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喜
怒
哀
楽
が
出
せ
る
人
間
に 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

佐
々
木 

忠
明 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
昨
年
度
の
会
長
同
様
、
こ
っ
そ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
な

り
ま
し
た
。
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

子
供
た
ち
は
、
心
か
ら
笑
う
、
泣
く
、
怒
る
、
悲
し
む
と
い
っ
た
、
心

の
中
か
ら
湧
き
出
す
感
情
を
、
自
然
に
表
現
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

心
の
中
で
抑
え
込
ん
で
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
喜
怒
哀
楽
は
、
相
手
に
対

し
感
情
を
伝
え
る
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
友
人
関
係
、
先

生
と
生
徒
の
関
係
、
親
子
関
係
等
、
本
物
の
人
間
関
係
を
築
く
に
は
、
容

赦
な
い
喜
怒
哀
楽
の
応
酬
が
必
要
で
あ
り
、
何
で
も
言
い
合
え
る
深
い
絆

の
構
築
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

保
護
者
、
教
職
員
の
皆
様
に
は
、
既
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
が
、
子
供
た
ち
が
豊
か
な
感
情
を
表
現
し
、
成
長
で
き
る
雰
囲
気
を
、

少
し
で
も
作
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 
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通
っ
て
よ
か
っ
た
学
校
、
通
わ
せ
て
よ
か
っ
た
学
校
を
目
指
し
て 

 

校
長 

鈴
木 

雅
孝 

 

あ
る
週
末
、
学
区
内
の
小
学
校
を
車
で
ま
わ
っ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
気
軽
に
出
発
し
た
も
の
の
、
だ
ん
だ
ん
道
幅
は
狭
く
な
り
、

ガ
ス
も
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
対
向
車
と
の
す
れ
違
い
に
冷
や
冷
や

し
な
が
ら
、「
本
当
に
こ
の
先
に
小
学
校
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
不

安
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

生
徒
た
ち
は
こ
ん
な
に
長
い
道
の
り
を
通
学
し
て
い
る
の
か
と
今

更
な
が
ら
驚
き
ま
し
た
。
自
宅
が
近
い
場
合
も
含
め
、
生
徒
た
ち
は

頑
張
っ
て
登
校
し
て
き
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
は
子
供
た
ち
を
学
校

に
送
り
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
当
た
り
前

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
思
い
を
受
け
止
め
る
学
校
は
、「
新

し
い
こ
と
が
分
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
場
」「
心
身
と
も
に
安
全
で

安
心
で
き
る
場
」「
友
達
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
感
動
や
喜
び
を
得
る

場
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
人
と
し
て
大
き
く
成
長
す
る
場
」
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
す
。 

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
「
通
っ
て
よ
か
っ
た
学
校
」
に
、
保
護
者

の
皆
様
に
と
っ
て
は
「
通
わ
せ
て
よ
か
っ
た
学
校
」
と
な
れ
る
よ
う
、

本
校
教
職
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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体
育
祭
の
感
想 

森
山 

幸
代
（
一
Ａ 

悠
希
） 

 
 

五
月
に
し
て
は
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
初
め
て

の
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

中
学
生
に
な
っ
て
約
一
ヶ
月
、
新
た
な
環
境

に
必
死
に
慣
れ
な
が
ら
、
帰
宅
後
も
応
援
歌
を

口
ず
さ
む
姿
に
当
日
も
楽
し
み
だ
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

い
ざ
当
日
、
厳
し
い
暑
さ
に
倒
れ
な
け
れ
ば

い
い
な
と
心
配
し
た
の
も
束
の
間
、
そ
れ
以
上

に
熱
い
子
ど
も
達
の
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し

た
。
何
よ
り
も
圧
倒
さ
れ
た
の
が
応
援
合
戦
で

し
た
。
決
し
て
人
数
が
多
い
訳
で
は
な
い
の
に
、

団
長
を
中
心
と
し
て
一
致
団
結
し
た
声
が
校
庭

に
響
き
渡
っ
た
時
、
鳥
肌
が
立
ち
涙
が
出
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
体
育
祭
ま
で
時
間
の
少
な
い

中
、
先
輩
方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
様
々
な

事
を
覚
え
、
こ
な
し
て
い
く
の
は
本
当
に
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
素
晴
ら
し
い

成
長
を
見
せ
て
く
れ
た
子
ど
も
達
は
本
当
に
誇

ら
し
く
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
本

当
に
幸
せ
な
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
り
な

が
ら
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

令和３年度 体育祭スローガン 

は や て 

赤軍スローガン 

虎舞魁華 
こ ぶ  かい か 
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体
育
祭
の
感
想 

細
工
藤 

泰
子
（
三
Ａ 

百
花
） 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
最
後
の
体
育
祭
が
つ
い
に
や
っ

て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
は
「
無
観
客
。
」

今
年
も
か
な
と
、
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

毎
日
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
娘
は
、
得
意

そ
う
に
応
援
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
競
技
の
練

習
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
と
落
ち
込
ん
で
い

た
り
、
係
活
動
（
活
動
中
に
先
生
方
が
、
進
み

具
合
を
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と
顔
を
出
し
に
来
て
く

れ
、
声
を
か
け
て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
・
・
・
）

の
様
子
を
話
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
（
観
に

行
き
た
い
気
持
ち
が
倍
増
さ
れ
）
「
開
催
し
ま

す
、
観
に
き
て
下
さ
い
」
の
便
り
に
ほ
っ
と
す

る
と
同
時
に
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

 

短
期
間
で
、
各
々
役
割
分
担
を
こ
な
し
ど
の

種
目
も
完
成
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
両
組

団
と
も
一
つ
に
ま
と
ま
る
姿
、
本
気
で
取
り
組

む
様
子
を
観
る
事
が
で
き
、
ま
た
子
供
の
成
長

を
実
感
し
、
幸
せ
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

三
年
生
に
と
っ
て
残
り
少
な
い
学
校
行
事
＆

生
活
、
思
い
出
に
残
る
一
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

体
育
祭
の
感
想 鈴

口 

恵
子
（
二
Ａ 

巧
真
） 

 
 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

体
育
祭
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
無
観
客
で
の

開
催
と
な
り
、
親
と
し
て
は
少
し
残
念
な
気
持

ち
で
し
た
が
、
今
年
、
体
育
祭
実
施
、
観
戦
で

き
た
事
は
何
よ
り
嬉
し
く
有
難
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

私
に
と
っ
て
は
、
四
人
の
子
供
の
末
っ
子
、

十
回
目
の
体
育
祭
の
観
戦
で
す
が
、
五
年
ぶ
り

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

生
徒
数
も
年
々
少
な
く
な
り
、
練
習
時
間
、

準
備
時
間
も
少
な
い
中
で
の
活
動
は
と
て
も
大

変
だ
っ
た
事
で
し
ょ
う
。 

体
育
祭
当
日
、
二
年
生
の
団
結
力
、
失
敗
し

て
も
励
ま
し
合
い
、
自
分
達
の
事
だ
け
で
は
な

く
、
相
手
も
応
援
す
る
姿
、
子
供
の
成
長
を
感

じ
ま
し
た
。
感
動
し
、
目
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
体
育
祭
で
培
っ
た
沢
山
の
事
は
今
後
の

活
動
に
も
生
か
さ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
子
供
達
の
成
長
を
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
見
守
り
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

青軍スローガン 

乱騎龍走 
らんき りゅうそう 
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卓球部 

 卓球部は、３年生５名、２年生５名、１年生３名で活動しています。今年の中総体はどうなるのかと思ってい

ましたが、一人の選手に対して一人の観戦ができるとの事でしたので、見る事ができました。３年生にとっては

最後の大会。悔いのないように戦ってもらいたいと思っていました。思うようにできなかった事もあったとは思

いますが、みんな１つになって戦うことができ、団体戦では見事に３位に入賞しました。 

 ３年生は３年間、５名の仲間と共に汗を流し、一生懸命頑張ってきたと思います。思うようにいかない日もあ

ったかと思います。しかし、仲間と助け合い、声をかけあいながら過ごしてきたと思います。それは自分たちの

宝物です。この先も失敗をおそれずに頑張ってほしいです。１、２年生には、目標を高くかかげて頑張ってもら

いたいと思います。（椛田浩子 ３Ａ匡悟） 

サッカー部   

人数の少ない中、どの生徒も日々の練習を頑張ってきたことと思います。 

中総体では、結果として県大会に遠く及びませんでしたが、どの親も試合結果だけを求めていたわけではあり

ません。練習の中、試合の中から子供達の成長を感じ取れたことが何よりも嬉しかったです。 

そして試合中も決して諦めず、チーム一丸となって頑張れたことを誇りに思います。 

これからも、きっと楽しいことばかりではないはず。そんな時はチームメイトの顔を思い出し乗り越えてほし

い、そう思います。 

最後になりますが、顧問の先生、コーチ、保護者の皆様に心より感謝を申し上げます。（池元健 ３Ａ祥真） 

ありがとうございました。 

バスケットボール部 

 「強くなりたい。」そう思いながら部員みんなで日々練習し臨んだ中総体。結果として、勝つことはできません

でしたがそれ以上に成長することができました。 

バスケ初心者で１年生の頃は本当にやっていけるのかと心配でしたが、今となれば、バスケが大好きで今でもバ

スケがしたいと話しています。こう思えるのも３年間ずっと練習してきた仲間がいる事、今まで支えてきてくれ

た後輩、先生方、コーチのおかげでもあります。今までご指導頂いた翔先生、小田島先生、今村コーチ本当にあ

りがとうございました。今後のバスケットボール部の活躍に期待しています。（佐々木尚美子 ３Ａ星南） 

文化部   

 文化部は、横井智子先生のご指導のもと、スローガン『技術向上』を達成するために３年生６名、２年生７名、

１年生３名で学年・男女関係なく和気藹々と活動に励んでいます。 

 主な活動内容として、体育祭や文化祭のポスター製作、校内に掲示する中総体の応援ポスター製作、そしてコ

ンクールに出品する作品製作等取り組んでいます。 

 今年度は、中総体に出場する皆さんへ活動の願いを込めて、各部をモチーフにしたマスコットを製作して応援

しました。 

 各運動部のように表立った部ではなく活動を目にする機会も少ないですが、一人一人個性を生かし一生懸命作

った作品が、多くの方の興味・関心を持つきっかけになったら嬉しいです。（林崎恵利子 ３Ａ紗來） 
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バレーボール部 

 ６人の可愛い選手たちへ 

 岩中バレー部は６人で地区中総体を戦い抜き、県大会出場を果たしてくれました。君たちの頑張りに、保護者はみんな

感動しました。県大会は１回戦で敗れはしましたが、君たち６人のルックスは県大会優勝です‼しかも断トツ(笑)、よくこ

れだけのメンバーが揃ったものだと感心しています。お父さん連中はさておき、お母さんたちに感謝しましょうね♪ 

 部活を卒業する３年生は、これからそれぞれの進路を歩むことになると思います。ときには苦しいと感じることがある

かもしれませんが、部活で培ったものが君たちの糧となっています。未来に向かい突き進んでください。部活に残る３人

の後輩も含め、保護者はこれからも君たちを応援しています。 

 さて、最後になりますが、保護者の皆様には感謝の言葉しかありません。本当に良いメンバーで、楽しく子供たちを応

援することができました。ありがとうございました。 

 また、顧問の山根先生、田村先生をはじめ学校関係者の皆様、可愛い子供たちをよく導いてくださいました。心より感

謝を申し上げます。（工藤健二 ３Ａ香雪） 

 

ソフトテニス部 

 ソフトテニス部は、３年生８名、２年生４名、１年生２名の 14名で活動してきました。 

 全員テニスの経験はほとんどなく、ゼロからのスタートで苦労したことも多くあったとは思いますが、顧問の先生方、コ

ーチの皆さんの手厚いご指導のもと、プレーはもちろん、心も身体も大きく成長できたのではないかと感じています。 

 そして、３年生にとっては集大成となる地区中総体。惜しくも目標としていた県大会出場とはなりませんでしたが、これ

まで仲間と共に切磋琢磨し部活動に取り組んだ事、時には悩み、悔しい思いをした事、すべてが有意義な経験となり、実り

あるものになったと思います。ここで学んだ多くのことを活かし、３年生は次のステップへ、１、２年生は、部活動に一生

懸命取り組み、良い結果を残せるように頑張ってほしいと思います。 

 今後のソフトテニス部の活躍を期待しています。（佐藤千春 ３Ａ心乃） 

 

野球部 

 「君たち～！全然声が出て無いよ～！練習でできないことは、試合でもできないんだよ～！」上田先生の声がグランド

に響き渡る。子供たちも必死に答えようとするが、なんとも重い空気が漂う。打てない、ミス、負け。 

 こんな状況が昨年度から続き、このままで大丈夫かなと心配になりながら、冬期間の体力作り、バッティング練習を繰り

返しました。 

 ４月、新入部員入部、小川中との合同となり、チームの雰囲気が大きく変わりました。 

 そして中総体一試合目。どちらが勝ってもおかしくないしびれる試合を制して勝利。準決勝は強豪宮古西中学校。負けは

しましたが、３年生最後の試合に相応しい互角の試合展開でした。昨年度からのチームとは思えない声、プレー、試合展開

に感動しました。 

 君たちが次の目標に向かって、どんな結果になっても悔いが残らないように日々努力し、心身共に成長することを期待し

ています。 

 最後に、チームを成長させてくれた上田先生、いつも優しい声を掛けてくれた杉下先生、厳しくも優しい眼差しで支えて

くれた佐藤コーチに父母会一同、心から感謝いたします。（長﨑宗継 ３Ａ宗眞） 
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授業参観 4/24 

１Ａ 音楽 

２Ａ 国語 

２Ｂ 数学 

３Ａ 社会 

はばたき 社会 うれいら 理科 やまびこ 学活 
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Ｐ Ｔ Ａ親子奉仕作業 7/10 
〈担当箇所〉 

1年生 ３階 

 

2年生 １階 

 

3年生 ２階 


